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９月28日、片品保育所の運動会が開催されました。
和やかな雰囲気の中、園児たちは、かけっこや踊りを
披露し、元気に過ごしていました。



九
月
八
日(

土)

〜
十
一
日(
火)

ま
で

第
五
十
六
回
国
民
体
育
大
会
・
夏
季

大
会
が
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ゴ

ル
フ
競
技
の
監
督
と
し
て
梅
澤

吉
さ
ん
（
新
井
）
が
出
場
し
、
九
日
、

十
日
の
二
日
間
、
東
蔵
王
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
か
れ
た
成
年
男
子
・
団
体

で
見
事
、
群
馬
県
チ
ー
ム
を
初
優
勝

に
導
き
ま
し
た
。

大
会
は
台
風
の
影
響
で
、
悪
天
候

の
中
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
日
目
の

リ
ー
ド
を
守
り
切
り
、
栄
冠
を
手
に

し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
四
十
四
回
片
品
村
村
民
運
動
会

が
九
月
十
五
日
（
土
）
に
片
品
小
学

校
校
庭
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
天
候
が
心
配
さ
れ
る
こ
の

大
会
で
す
が
、
今
回
は
、
前
日
の
準

備
後
の
降
雨
に
よ
り
、
ラ
イ
ン
が
ほ

と
ん
ど
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

当
日
係
員
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
予

定
ど
お
り
各
演
技
や
競
技
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
は
六
十
メ
ー
ト
ル
競

走
や
抽
選
競
争
、
綱
引
き
、
越
本
地

区
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
稚
内
ソ
ー

ラ
ン
節
の
演
技
等
が
行
わ
れ
、
観
客

席
か
ら
の
応
援
や
声
援
を
得
て
、
最

後
の
区
対
抗
リ
レ
ー
が
終
わ
る
ま
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
注
目
の
区
対
抗
に
よ
る
総

合
優
勝
杯
の
行
方
は
、
後
半
の
綱
引

き
、
男
女
リ
レ
―
で
第
八
区
が
逆
転

し
栄
冠
を
手
中
に
し
ま
し
た
。

主
な
成
績
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

総
合
優
勝
　
第
八
区
　
一
九
六

準
優
勝
　
第
三
区
　
一
九
〇

準
優
勝
　
第
五
区
　
一
九
〇

第
四
位
　
第
四
区
　
一
七
一

第
五
位
　
第
一
区
　
一
五
三

第
六
位
　
第
六
区
　
一
五
一

第
七
位
　
第
七
区
　
一
二
三

第
八
位
　
第
二
区
　
　
七
五

＊
六
十
米
男
子

四
〇
代
　
星
野
　
　
勤(

八)

７
秒
６

五
〇
代
　
星
野
　
和
雄(

三)

８
秒
４

六
〇
以
上

星
野
　
時
治(

八)

９
秒
１

＊
六
十
米
女
子

三
〇
代
　
入
澤
　
純
子(

五)

９
秒
２

四
〇
代
　
星
野
恵
美
子(

三)

９
秒
１

五
〇
以
上

千
明
な
み
え(

四)

10
秒
４

＊
玉
入
れ

第
五
区

＊
二
百
米
男
子

二
〇
未
満

佐
藤
　
英
輝(

八)

26
秒
２

二
〇
代
　
佐
藤
　
安
彦(

八)

26
秒
３

＊
二
百
米
女
子

二
〇
未
満

萩
原
　
　
南(

七)

30
秒
２

＊
千
五
百
米

星
野
　
公
佑(

六)

４
分
41
秒
１

＊
抽
選
競
走
男
子

三
〇
代
　
阿
部
　
明
麿(

五)

四
〇
代
　
入
澤
　
良
夫(

五)
五
〇
以
上

萩
原
　
博
美(

七)
＊
抽
選
競
走
女
子

三
〇
代
　
星
野
か
つ
枝(

八)

四
〇
代
　
入
澤
身
奈
子(

五)

五
〇
以
上

笠
原
　
邦
子(

五)

＊
消
防
団
出
動
競
争

一
組
　
星
野
　
文
昭(

三)

二
組
　
萩
原
　
　
崇(

六)

＊
老
人
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

第
八
区

＊
婦
人
会
リ
レ
ー
（
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
）

第
一
区

＊
百
米
男
子

二
〇
未
満

萩
原
　
貴
之(

七)

12
秒
４

二
〇
代
　
林
　
　
雅
俊(

八)

11
秒
９

三
〇
代
　
笠
原
　
昌
也(

五)

12
秒
６

＊
百
米
女
子

二
〇
未
満

星
野
　
槙
子(

四)

15
秒
１

二
〇
以
上

星
野
　
紀
子(

四)

14
秒
９

＊
区
役
員
リ
レ
ー

第
三
区

＊
綱
引
き

第
一
区

＊
区
対
抗
リ
レ
ー

男
子
　
第
三
区

女
子
　
第
八
区

優勝

▲梅澤吉さん（左）と村長

▲いくつ入るかな？　玉入れ

▲パワー全開　綱引き

国
体

ゴ
ル
フ
競
技

総
合
結
果

種
目
別
優
勝
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平成９年10月１日から４年間、
教育委員としてご尽力いただきまし
た東小川の倉田久氏が、任期満了と
なり退任されました。
後任として針山の永井三蔵氏が、

９月13日に開催されました定例議
会において同意を得て、教育委員と
して任命されました。就任は10月
１日からとなりますが、片品村の教
育にご尽力いただけることになりま
した。これから４年間よろしくお願
いいたします。

よろしく

おねがいします
任命

自然公園指導員として日頃活
躍している花咲にお住まいの戸
丸志郎さんが、環境省自然環境
局長表彰を受賞されました。戸
丸さんは、昭和59年から17年
間にわたり自然公園指導員とし
て、日光国立公園における高山
植物の保護､美化活動、遭難者
の救助活動及び事故防止の啓発
など自然環境行政の推進に努めています。今回､このような功
績が認められて表彰となったものです。

おめでとう

ございます
受賞

▲受賞された戸丸志郎さん（右）

第11回子ども会ハイキングが開催されました。この
ハイキングは健康の増進と、子ども会員相互の親睦を

深めることを目的
として毎年開催さ
れています。今回
は、地元片品を会
場とした白根山の
麓、七色平周辺を
散策し、子ども会
員、役員を含め
42名が参加しま
した。

元気に

ハイキング
9
23

▲白根山をバックに参加した皆さん

第５回群馬県
屋外広告物コン
クール表彰式が
行われ、尾瀬戸
倉スキー場の案
内看板が優秀賞
に輝きました。
屋外広告物は、

広報・宣伝・案
内等の媒体のひ
とつとして、私たちの生活に身近なものになっ
ています。また、地域の景観や周辺環境との調
和が求められています。

尾瀬戸倉スキー場の

案内看板が優秀賞に
9
18

▲尾瀬戸倉スキー場の案内看板

群馬県観光物産課の事業である山歩きコース整備
ボランティア活動が日光白根山を対象に実施されま
した。
この事業は、県内にある登山道に、群馬県で作成

した道標を群馬県高等学校体育連盟登山専門部（高
工、中高、利根実、伊東、沼女、沼高）に所属する
高校生が設置するものです。
今回は、群馬県観光物産課で作製した道標26基を高体連登山専門部及び特別参加した尾瀬高校の生徒70

名が背中に背負い、白根山の各目標地まで運び設置しました。設置された道標は、１基20キログラムもす
る品物で、日頃、重い荷物を背負いトレーニングを積み重ねている登山部員だからこそ行えた作業でした。
それでも、汗だくになりながら大変な思いをして作業にあたってくれました。
今後は、白根山を訪れるハイカーが新しい道標を頼りに、安心して登山ができることと思います。

県内の高校生が

日光白根山の道標を整備
8
27

道
標
を
設
置
す
る
高
校
生

▲



九
月
四
日
（
火
）、
県
庁
見
学
と

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室
を
実
施
し
ま

し
た
。

県
庁
見
学
で
は
、
県
庁
舎
の
最
上

階
か
ら
周
囲
を
展
望
し
た
り
、
議
会

庁
舎
で
傍
聴
席
に
す
わ
っ
た
り
し
ま

し
た
。
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室
で
は
、

講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
習
し
、
楽
し
い
食

事
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

九
月
二
十
一
日
（
金
）、
高
山

村
・
中
之
条
方
面
へ
研
修
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

ぐ
ん
ま
天
文
台
の
見
学
で
は
、
あ

い
に
く
の
天
候
の
た
め
太
陽
望
遠
鏡

に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
太
陽
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

太
陽
の
黒
点
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明

を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
そ
ば
う
ち
体

験
で
は
、
長
年
鍛
え
た
腕
で
、
お
い

し
い
そ
ば
を
つ
く
り
、
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
中
之
条
民
俗
資
料

館
で
は
、
特
別
展
示
を
見
た
り
、
常

設
展
示
を
見
た
り
し
ま
し
た
。
昔
の

教
室
を
再
現
し
た
展
示
室
は
、
学
級

生
の
興
味
を
ひ
い
た
よ
う
で
す
。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
三
年
九
月
俳
句
会

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

夜
の
雨
に
打
た
れ
し
萩
の
乱
れ
か
な

の
花
こ
ぼ
れ
て
香
を
ま
く
山
路
か

な

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

河
川
敷
蜻
蛉
追
ふ
子
を
母
が
追
い

鰯
雲
鼓
笛
の
音
の
は
る
か
な
り

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

忍
者
め
く
木
立
を
め
ぐ
る
黒
揚
羽

三
つ
柏
沼
に
逆
さ
の
燧
岳

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

渡
る
鷹
果
な
き
空
に
吸
い
込
ま
れ

リ
ス
の
尾
の
ピ
ン
と
逆
立
て
青
ぐ
る

み

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

古
び
た
り
焼
印
の
鍬
そ
ば
の
花

父
が
追
ふ
吾
子
の
ビ
デ
オ
や
運
動
会

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

見
し
夢
の
う
つ
つ
に
尾
引
く
秋
湿
り

さ
よ
な
ら
も
言
は
ず
に
逝
き
て
萩
の

花

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

秋
天
と
向
ひ
合
ふ
滝
光
り
け
り

南
海
の
漂
流
語
る
終
戦
日

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

ヘ
ル
メ
ッ
ト
被
り
し
か
か
し
稲
田
立

つ風
呂
で
聞
く
虫
の
音
息
の
長
き
か
な

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

秋
近
し
人
の
気
配
の
よ
う
な
風

分
校
の
流
れ
を
綴
る
秋
夜
月

摺
渕
　
　
　
千
明
　
稔
子

隣
家
の
灯
遠
ざ
か
る
や
に
秋
の
雨

雲
の
上
雲
が
流
れ
て
秋
運
ぶ

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

老
ひ
の
目
に
大
輪
ま
ぶ
し
酔
芙
蓉

地
に
垂
れ
て
祈
る
如
し
や
雨
の
萩

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

双
仏
は
穂
芒
の
影
の
月
明
り

は
た
と
や
む
廻
り
道
し
て
虫
の
秋

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

秋
に
入
る
一
人
留
守
居
の
茶
粥
か
な

秋
雨
の
し
と
し
と
と
降
り
文
を
書
く

鎌
田
　
　
　
萩
原
弥
栄
子

白
萩
の
満
ち
て
野
仏
の
み
え
か
く
れ

百
姓
の
気
づ
か
う
夜
の
大
野
分

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

秋
蕎
麦
の
花
の
白
さ
や
休
耕
田

棟
上
の
槌
音
か
る
く
秋
の
風

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
江

盆
太
鼓
友
に
さ
そ
わ
れ
踊
る
宵

今
は
亡
き
友
の
新
盆
さ
び
し
け
り

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

秋
の
納
屋
度
忘
れ
を
し
て
う
ろ
う
ろ

す念
力
も
ク
ス
リ
の
ひ
と
つ
秋
を
病
む

上
小
川
　
　
倉
田
と
く
子

秋
の
陽
の
天
使
の
よ
う
な
や
や
の
笑
み

孫
の
歓
声
雲
お
し
上
げ
て
運
動
会

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

秋
空
に
紅
白
の
球
宙
を
飛
ぶ

台
風
の
気
配
か
す
か
に
走
り
雨

生涯学習コーナー

Part.11
FOOD
食べ物

How
ハ ウ

is
イズ

it
イト

?

Delicious
デ イ リ シ ャ ス

Salty
ソルティ

Sour
サ ワ ア

いかがですか

おいしい

しょっぱい

すっぱい

a．How is the coffee?

b．It is bitter.

A．How is the cake?

B．It is sweet.

The lemon is sour.

The curry is spicey.

The pizza is delicious.

コーヒーはいかがですか。

にがいです。

ケーキはいかがですか。

あまいです。

レモンはすっぱい。

カレーはからい。

ピザはおいしい。

あまい

にがい

からい

Sweet
ス ウ ィ ト

Bitter
ビ ッ タ

Spicy
ス パ イ シ
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生涯学習コーナー

生
涯
学
習
予
定
表
11月11月
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初めての試みも大成功
学校・北地区合同運動会

片品北小学校では、子どもの数が年々減少し、来年度は全校で59

名の予定です。そこで、子供達の教育活動をより充実させていくため

には、学校行事やその他の教育活動において、これまでの伝統やよい

点を生かしつつ、現状にあった見直しや改善を行っていくことにしま

した。今年度は、子供達の加重負担を減らし、運動会をより活性化し

ていくために、北地区（６区・７区）と合同で運動会を実施していき

たいと区関係者に申しいれ、数回にわたり話し合いをした結果、学校

と北地区の合同運動会が初めて実現することになりました。

運動会は、９月８日（土）北小校庭で開催されました。 北小児童は３団（尾瀬団・燧団・至仏団）による団対抗、

北地区は、戸倉・古仲・新井・伊閑町・閑野の５つの地区に分かれての地区対抗による競技がくりひろげられました。

中でも「綱引き」や子供達の「団対抗リレー」及び「地区対抗男女混合リレー」では、熱戦となり大変盛りあがりまし

た。地域の方からは、「子供達のからかさ踊りを初めて見て、感動した。」「子供達の活き活きした姿を見られてよっか

た。」「学校と６区・７区が一緒に運動会ができて、楽しい１日を過ごすことができてよかった。来年も楽しみだ。」な

ど好意的な感想が数多く寄せられました。運動会は、地域の方の温かい支援のもと成功裡に終わりました。

北小では、今後も学校と家庭・地域社会との連携・融合を図り、子供達のためにより充実した教育活動を推進してい

きたいと考えています。

「ソーラン！ソーラン！」子どもたちの元気なかけ声と全身にみな
ぎる力強さ、踊る者の気合いが会場一杯に伝わる。
平成13年度村民運動会で、片品小学校越本地区児童有志35名（阿

部明麿、笠原美子両教諭指導）が、稚内ソーラン節を披露しました。
同おどりは、越本分校の児童らが平成９年度から平成11年度の３カ年
取り組み、その後分校は閉校しても、子どもらが大切に継承してきた
ものです。
始まりの太鼓の音が会場に響き、緊迫した空気の中、礼によって始

まる。手足を連続して極限まで曲げ伸ばしする。加えて機敏な動作が
求められるこのおどりは、相当な体力と忍耐力を必要とします。子ど
もらは放課後や夜の練習をしっかり積み、当日を迎えたのです。
いよいよフィナーレ。35名のおどり手が中央に集まり、大きな声と

一緒に、空を突き破るかのように拳を高らかに突き上げる。そして、
礼で終わる。

真剣におどる姿は、観ている者に感動を与えたことと思います。子どもらの頬につたわる大粒の汗が、とても爽や
かに映りました。
▽参加した笠原枝理さん（５年）の話
「私は、１年生のときからソーラン節をやってきました。それは、このおどりが格好いいからです。村民運動会では
すごく緊張し、真剣におどりました。おどりきったときは、うまくおどれたことと今まで続けてこられたことで嬉し
かったです。本当にやっててよかったなと思います。これからも続けていきたいです。」

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
寿
大
学

・
か
た
し
な
婦
人
カ
レ
ッ
ジ

・
第
八
回
「
古
文
書
を
読
む
会
」

・
書
道
教
室

・
ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ

「
大
学
出
前
講
座
」

・
村
民
教
養
講
座

「
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

☆
社
会
体
育
関
係

・
県
民
体
育
大
会

・
村
民
卓
球
大
会

☆
婦
人
会
関
係

・
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☆
文
化
振
興
関
係

・
第
三
十
五
回
片
品
村
総
合
産

業
文
化
展

・
芸
能
発
表
会

・
音
楽
祭

☆
学
校
関
係

郡
小
中
音
楽
祭

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会
（
沼
田
会
場
）

◆
片
小
・
避
難
訓
練

・
授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

球
技
大
会

・
片
教
研
授
業
交
流
会

◆
北
小
・
環
境
奉
仕
作
業

・
桜
花
苑
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験

◆
南
小
・
猿
追
い
祭

・
に
こ
に
こ
集
会
（
老

人
会
の
方
の
指
導
に

よ
る
わ
ら
細
工
教
室
）

◆
武
小
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
授
業
参
観
、
教
育
相

談

◆
片
中
・
あ
い
さ
つ
運
動

・
文
化
祭

・
環
境
奉
仕
日

17
日

17
日

下
旬

第
１
・
３
日
曜
日

17
日

17
日

毎
日
曜
日

11
日

23
日

２
・
３
日

４
日

25
日

７
・
８
日

14
日

２
日

８
日

19
日

９
日

下
旬

５
日

17
日

17
日

27
・
28
・
29
日

１
日

２
日

22
日

※
予
定
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
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稚内ソーラン節を披露
～片小越本地区児童～



こ
の
た
び
、
花
の
谷
づ
く
り
活
動

に
、
平
成
十
三
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、(

財)

自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を
行
う
た
め

に
、
自
治
宝
く
じ
の
一
部
が
助
成
さ

れ
る
も
の
で
す
。

今
後
も
こ
の
活
動
が
、
よ
り
良
い

活
動
に
な
る
よ
う
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
に
親
し
み
、
基
本
的
操

作
を
マ
ス
タ
ー
す
る
事
を
目
的
に
、

Ｉ
Ｔ
講
習
会
（
片
品
村
観
光
協
会
教

室
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
程

十
一
月
一
日(

木)

、
五
日(

月)

、

八
日(

木)

、
十
二
日(

月)

、

十
五
日(

木)

、
十
九
日(

月)

時
　
間

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

会
　
場

中
央
公
民
館
二
階
パ
ソ
コ
ン
教
室

内
　
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
）、
文
章
の
作
成
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
、
メ
ー
ル

作
成
及
び
送
受
信
等
の
基
本
的
操

作
募
集
人
員

二
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
り
）

そ
の
他

片
品
村
内
在
住
の
方
な
ら

誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
ま
た
、

す
で
に
受
講
さ
れ
た
方
も
受
講
で

き
ま
す

問
合
せ
先

片
品
村
観
光
協
会

1
（
58
）
３
２
２
２

katash
in
a@
oze-in

fo.com

精
神
障
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
開

催
し
ま
す
。

内
　
容

精
神
科
医
師
に
よ
る
講
演

や
、
地
域
で
社
会
復
帰
に
か
か
わ

っ
て
い
る
方
か
ら
の
活
動
報
告
、

精
神
障
害
者
共
同
作
業
所
等
で
の

実
習
な
ど
（
受
講
料
は
無
料
）

期
　
間

十
一
月
一
日(

木)

〜

十
二
月
十
一
日(

火)

の
計
五
回

定
　
員

先
着
三
十
名

申
込
み
・
問
合
せ
先

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課
保
険
係

1
（
23
）
２
１
８
５

東
京
電
力
沼
田
営
業
所
で
は
、
原

子
力
発
電
の
現
状
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
見
学
ツ
ア
ー
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

日
　
時

十
一
月
十
八
日
（
日
）

八
時
三
十
分
集
合

場
　
所

刈
羽
原
子
力
発
電
所

(

新
潟
県
柏
崎
市)

定
　
員

四
十
名

費
　
用

千
五
百
円(

昼
食
代)

申
込
み
方
法

電
話
に
て
申
込
み
く

だ
さ
い

応
募
締
切
り

十
月
三
十
一
日(

水)

申
込
み
先

東
京
電
力
沼
田
営
業
所

営
業
グ
ル
ー
プ
　
ツ
ア
ー
係

1
（
22
）
２
１
２
５

第３号被保険者の方は本人だけ
でなく配偶者の転職・退職によ
っても種別の変更と確認の届出
が必要です

国民年金の被保険者のうち、サラリーマンの奥さ
んなどの「第３号被保険者」は、本人だけでなく配
偶者が転職・退職など次のような場合に役場国民年
金係まで届出が必要になります。
・ 配偶者が退職したとき
・ 配偶者が転職したとき
・ 配偶者が死亡したとき
・ 本人の収入が増え、配偶者の扶養でなくなったと
き

・ 離婚したとき
また、一度届出をしても、その後の転職や退職な

どで本人や配偶者の年金の加入状況が変わるたびに
届出が必要になります。

国民健康保険税

村 県 民 税

国民年金保険料
納期は10月31日です

７　期

３　期

今月の納期は

7
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Ｉ
Ｔ
講
習
会

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

基

礎

講

座

原
子
力
発
電
所

バ
ス
見
学
ツ
ア
ー

宝くじは、広く社会に�
役立てられています。�

宝 く じ は �
豊かさ築く�
チカラ持ち。�

花
の
谷
づ
く
り
活
動
に�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金�

が
交
付
さ
れ
ま
す�
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利 根 東 部 衛 生 施 設 組 合 決 算

平成12年度の決算が９月19日定例組合議会において認定されました。

決算内容は、歳入３億3,486万1,271円、歳出３億1,253万9,510円、差引残金が2,232万1,761円

でした。

決算額の主なものは、ストックヤード建設工事1,942万5,000円、焼却施設・リサイクルプラザ・し

尿処理施設の維持管理費が含まれています。

諸収入�
0.41％�

分担金及び�
負担金 �
74.06％�

使用料及び�
手数料 11.60％�

国庫支出金 �
0.00％�

財産収入 0.11％�

繰入金�
8.84％�

繰越金�
4.98％�

県支出金�
0.00％�

組合債�
0.00％�

歳 入�歳 入�

衛生費 68.15％�

議会費�
0.36％�

公債費�
18.24％�

予備費�
0.00％�

総務費�
13.25％�土木費�

0.00％�

歳 出�歳 出�

款

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

組 合 債

県 支 出 金

歳　 入　 合　 計

款

１．

２．

３．

４．

５．

６．

議 会 費

総 務 費

衛 生 費

土 木 費

公 債 費

予 備 費

歳　 出　 合　 計

本年度決算

248,000,000

38,828,181

0

370,862

29,606,000

16,687,811

1,368,417

0

0

334,861,271

本年度決算

1,124,021

41,405,988

212,986,714

0

57,022,787

0

312,539,510

前年度決算

1,164,205

42,421,334

1,046,824,467

0

42,543,288

0

1,132,953,294

比較増減

△40,184

△1,015,346

△833,837,753

0

14,479,499

0

△820,413,784

前年度決算

240,000,000

23,349,162

141,456,000

405,142

89,440,000

55,769,057

1,521,744

597,700,000

0

1,149,641,105

比較増減

8,000,000

15,479,019

△141,456,000

△34,280

△59,834,000

△39,081,246

△153,327

△597,700,000

0

△814,779,834

◆歳　入 （単位：円）

◆歳　出 （単位：円）



納
税
者
の
方
々
か
ら
の
「
分
か
り

や
す
く
・
書
き
や
す
い
申
告
書
」
と

い
う
声
に
お
答
え
し
、
平
成
十
四
年

一
月(

平
成
十
三
年
分
の
確
定
申
告)

か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
新

し
く
な
り
ま
す
。

申
告
書
新
様
式
の
ポ
イ
ン
ト
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
様
式
を
二
種
類
に

(

分
離
課
税
用
な
ど
が
別
表
に)

現
行
六
種
類
の
申
告
書
を
Ａ
・
Ｂ

の
二
種
類
に
統
合
し
、
分
離
課
税
用

申
告
書
や
損
失
申
告
書
、
修
正
申
告

書
を
別
表
化
し
ま
す
。

〇
用
紙
が
Ａ
四
サ
イ
ズ
に

申
告
書
の
用
紙
サ
イ
ズ
を
Ａ
四
版

に
改
め
、
裏
面
か
ら
表
面
に
転
記
す

る
方
法
を
廃
止
し
、
用
紙
が
二
枚
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
の
記
載

欄
を
で
き
る
だ
け
簡
素
化
し
ま
す
。

〇
記
載
欄
を
整
理

申
告
書
の
小
さ
な
文
字
の
説
明
文

や
計
算
式
を
整
理
し
、
申
告
書
の
文

字
が
大
き
く
、
見
や
す
く
な
り
ま
す
。

〇
手
引
き
を
充
実

「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
申
告

書
の
書
き
方
と
一
体
と
な
っ
た
計
算

欄
を
設
け
、
手
引
き
の
中
で
所
得
金

額
な
ど
の
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

※
申
告
書
の
新
様
式
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
や
税
務
課
窓
口
で
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【h
ttp
://w
w
w
.n
ta.go

.jp

】
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

片
品
村
下
水
道
条
例
に
よ
り
、
指

定
を
受
け
た
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

佐
藤
設
備
　
　
　
片
品
村
鎌
田
　
　

星
野
設
備
　
　
　
片
品
村
花
咲
　
　
　

㈲
安
立
設
備
　
　
利
根
村
追
貝
　
　
　

※
下
水
道
排
水
設
備
の
工
事
は
、
片

品
村
の
指
定
を
受
け
た
者
で
な
け
れ

ば
行
う
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
保
で
は
、
み
な
さ
ん
が
毎
月
お

医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
医
療
費
に
つ

い
て
、「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
と

し
て
、
年
六
回
（
四
月
・
六
月
・
八

月
・
十
月
・
十
二
月
・
二
月
）
に
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
入
院
、
通
院
、

一
ヶ
月
の
診
療
日
数
、
医
療
費
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
医
療
費

は
、
受
診
者
負
担
額
（
本
人
が
病
院

の
窓
口
で
支
払
っ
た
額
）
と
国
保
か

ら
の
負
担
額
の
合
計
で
す
。

ハ
ガ
キ
を
開
い
て
、
記
載
内
容
を

確
認
し
て
い
た
だ
き
、
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
役
場
保
健
課
国
保
係

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
内
線
32
）

金
銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
建
物
、

交
通
事
故
な
ど
の
民
事
上
の
紛
争
及

び
相
続
や
親
子
・
夫
婦
間
の
も
め
事

な
ど
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

は
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
　
時

十
一
月
十
三
日(
火)

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
三
時
三
十
分

場
　
所

沼
田
簡
易
裁
判
所

相
談
員

裁
判
所
調
停
委
員
及
び
弁
護
士

主
　
催

沼
田
調
停
協
会

問
合
せ
先

前
橋
地
方
裁
判
所
沼
田
支
部

1(

22)

２
７
０
９

利
根
沼
田
地
区
で
は
、
交
通
死
亡

事
故
が
多
発
し
、
多
く
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
、
平
成
十
三
年
九
月
二
十
二

日
で
昨
年
の
死
亡
事
故
者
と
同
数
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
、
利
根
沼
田

一
円
に
交
通
非
常
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
紅
葉
時
期
で
観
光
客
が

増
え
通
行
車
両
が
増
加
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
注
意
し
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。お

互
い
に
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
守
り
ゆ
と
り
の
運
転
を
し
て
悲
惨

な
事
故
が
一
件
で
も
減
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
近
、
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田

小
学
校
で
の
児
童
殺
傷
事
件
な
ど
、

子
ど
も
達
を
巡
る
凶
悪
な
事
件
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
片
品
村
で
は
こ
れ

を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
通
学
途
中

で
の
事
件
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
村
内
の
商
工
会
・
観
光
協
会
・

片
品
村
農
業
協
同
組
合
・
村
の
公
共

施
設
等
に
、
緊
急
時
の
避
難
連
絡
所

と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
。

児
童
生
徒
に
緊
急
が
迫
り
、
こ
の

施
設
に
駆
け
込
ま
れ
た
際
に
は
、
児

童
生
徒
の
保
護
及
び
警
察
署
・
学

校
・
保
護
者
へ
の
通
報
も
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
に
は
、
玄
関
等
に
「
こ
こ
な

ら
安
心
も
し
も
の
家
」
の
シ
ー
ル
が

貼
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確

認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

片
品
村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達

を
村
民
一
体
と
な
っ
て
守
り
育
て
て

行
く
よ
う
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が

新
し
く
な
り
ま
す

下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店

医
療
費
の
お
知
ら
せ

見
て
ま
す
か
？

利
根
沼
田
交
通
非
常

事
態
宣
言
発
令
中

「
こ
こ
な
ら
安
心

も
し
も
の
家
」

調
停
相
談
会

9
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お知らせ�お知らせ�
（追加）

片品村・沼田警察署�

こ
こ
な
ら
安
心�

も
し
も
の
家�

あ
　
ん
　
し
　
ん�

い
　
え�

施
設
に
は
こ
の
シ
ー
ル
が

貼
ら
れ
ま
す

▲
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尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
は
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
三

年
十
二
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で

十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
今
で

は
、
村
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
多

く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
尾
瀬
太
鼓
を
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
を
こ
め
て
、「
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

設
立
十
周
年
記
念
演
奏
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
の
う

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
時

十
一
月
十
一
日（
日
）

開
場
午
後
一
時

開
演
午
後
一
時
三
十
分

場
　
所

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
　

主
　
催

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

内
　
容

友
情
出
演
と
し
て
手
九
野

太
鼓
（
沼
田
市
）・
上
州
武
尊
太
鼓

連
（
川
場
村
）
に
よ
る
和
太
鼓
の

演
奏
及
び
片
品
小
学
校
ソ
ー
ラ

ン
節
ク
ラ
ブ
に
よ
る
稚
内
ソ
ー

ラ
ン
節
・
片
品
北
小
学
校
児
童

に
よ
る
か
ら
か
さ
踊
り
の
発
表
。

問
合
せ
先

片
品
村
役
場
総
務
課
内

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
事
務
局

(

内
線
18)
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生命の発見�
第
　
回�

自主企画事業

尾瀬太鼓愛好会設立10周年
記念演奏会

ぐんま県民カレッジ「大学出前講座」の受講生募集
県内の大学の先生が講義の出前を行います。内容は次のとおりです。ぜ

ひお出かけください。申込みは会場ごととなっています。

１　申込み先 １回目は利根教育事務所 123－0165 「大学出前講座係」へ
２回目は月夜野町教育委員会 162－2275 〃
３回目は片品村教育委員会 158－2111 〃

（注） それぞれの会場ごとに電話でお申込みください。
２　主　催 群馬県教育委員会（利根教育事務所）
３　趣　旨 県山間部など大学等高等教育機関による学習機会を得ることが困

難な地域に対して、 県内の大学等高等教育機関の協力による出前講
座を実施することにより、生涯学習機会の地域間格差を是正すると
ともに、県民カレッジの主催講座の充実・発展を図ります。

４　対　象 利根沼田管内在住・在勤する人
５　参加費 無料

回
実施市町村

（会場）

学 習 テ ー マ

講　　　　　師
実 施 日 時 募集人数

沼田市

中央公民館

｢太陽エネルギーを福祉と農業へ｣

県立医療短期大 講師 岡部　勝也

10月21日(日)

午後1:30～3:30
80名程度

月夜野町

公民館

「運動と健康について考える」

県立医療短期大 教授 林　陸郎

11月11日(日)

午後1:30～3:30
60名程度

片品村

文化センター

｢日本語の歴史と方言-片品村の方言調査から-｣

県立女子大　教授 篠木 れい子

11月17日(土)

午後1:20～3:30
300名程度

１

２

３

村民教養講座　ピアノコンサート

「渡る世間は音ばかり」
日　時 11月17日（土）

午後３時30分～
場　所 片品村文化センター
内　容 第一部　　

純クラシックでピアノソロ
第二部
日本シリーズでしっとりと
第三部
ポップスでカジュアルに

入場料 無料
問合せ先 片品村教育委員会（内線70）
※日時、内容等が変更になる場合もあ
ります。

片品芸能鑑賞会　第11回例会

あたたかいヒューマンコメデイ
「すべて世は事も無し」
主宰する加藤健一氏自ら出演、演出
するほどの作品。
映画｢エデンの東｣｢南太平洋｣のシナ
リオを手掛けたポール・オズボーンの
名作中の名作！！
悩み尽きない迷子の大人たちが織り
なすカトケンワールドコメディの自信
作です。
映画、テレビなどでお馴染みの山口
果林、倉野章子、一柳みる、岡まゆみ
他のキャストです。
ぜひ、ご近所お誘いの上ご来場くだ
さい。
日　時 11月16日（金）

開演　午後６時30分
場　所 片品村文化センター
後　援 片品村教育委員会
入場料 一　般　　　４,０００円

（当　日　　　４,５００円）
高校生以下　２,０００円
会　員　　 ３,５００円

入場券好評発売中
お早めにお求めください。
お申込みは、お近くの役員まで
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２人でいくつかの候
補を挙げて、パパが一
番響きの良いという
「さやか」に決めました。
漢字は家族中で画数や
バランスを考えながら
決めました。

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H12．10．10生）

佐藤一正・美穂子 さん（花咲）のお子さん命名

人口と世帯(平成13年９月１日現在)世帯数 1,794世帯(－４) 男 3,027人(－６) 女3,130人(－４) 計6,157人(－10）

フレッシュ・ヤング No.79

紗矢佳

女の子なら二文字に
しようと決めていまし
た。「亜」を使って呼び
やすい名前をと思い、
顔を見てから「亜実」
と名付けました。

将来どんな人になってほしいですか
健康で何事にもくよ

くよしないで、活発に
前向きに生きる子にな
ってほしいです。

ちゃん（H12．10．２生）

星野伸夫・順子 さん（花咲）のお子さん命名

亜 実
小 林 英 雄さ

ん 下平（26才）

お
め
で
た

�

星
野
　
弘
幸
　
男
　
真
　
祥
　
土
　
出

星
野
　
　
明
　
女
　
　
萌
　
　
摺
　
渕

鏑
木
　
武
幸
　
男
　
　
光
　
　
土
　
出

萩
原
　
勝
則
　
男
　
裕
　
太
　
土
　
出

林
　
　
貴
弘
　
女
　
未
　
来
　
越
　
本

星
野
三
喜
夫
　
女
　
　
栞
　
　
須
賀
川

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
四
組

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
七
人

○
星
野
　
　
学

菅
　
沼

星
野
　
江
里

菅
　
沼

○
岡
部
　
雄
介

富
岡
市

山
本
　
未
世

東
小
川

○
羽
鳥
　
修
康

前
橋
市

永
井
　
明
美

鎌
　
田

○
星
野
　
拓
未

摺
　
渕

百
瀬
　
素
子

長
野
県

((((

戸
丸
　
節
子
　
七
一
歳

菅
　
沼

星
野
　
ト
ク
　
七
五
歳

越
　
本

高
橋
　
さ
く
　
八
五
歳

下
　
平

石
倉
　
宏
和
　
三
〇
歳

鎌
　
田

三
田
　
貞
三
　
七
八
歳

鎌
　
田

星
野
　
松
次
　
八
五
歳

下
　
平

宮
田
　
春
枝
　
八
二
歳

東
小
川

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
六
人

八
月
二
十
日
〜
九
月
十
九
日

■両親の名前：愛男

■職業は何ですか：㈱千代田館で働いています。

■趣味は何ですか：映画鑑賞、ドライブ、ツーリング

です。

■片品をどう思いますか：自然に囲まれ、住みやすく、

子ども達が育つのに良い環境だと思います。また、

観光地なので村の人と村外の人々のふれあいを大切

にして、今まで以上に発展していってほしいと思い

ます。

■好きな異性のタイプ：誠実で、明るく楽しく、何で

も話し合える女性。そして、しっかりとした考えを

持っている人。

あ み

さ や か

こ　 ばやし ひで お

ま
　
　
さ
き

も
ゆ

ひ
か
り

ゆ
う
　
　
た

み
　
　
ら
い

し
お
り

明るく元気で、何事
にも前向きにチャレン
ジしてゆける「矢」の
ような真っすぐな子に。
そして女の子らしさを
忘れずに！

10

広報かたしな H13. 10

メ
ー
カ
ー
希
望
価
格
が
設
定
さ
れ

ず
、
流
通
の
取
引
・
販
売
価
格
が
流

通
業
者
の
判
断
で
設
定
さ
れ
る
も

の
。
家
電
、
食
品
、
玩
具
業
界
な
ど

で
増
え
て
い
ま
す
。
販
売
店
が
、
定

価
や
希
望
小
売
価
格
か
ら
三
割
引
、

四
割
引
な
ど
の
表
示
を
し
て
、
消
費

者
が
特
別
安
い
と
誤
解
す
る
の
こ
と

を
防
ぐ
た
め
の
制
度
で
す
。

一
九
六
〇
年
代
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

が
普
及
し
始
め
、
希
望
小
売
価
格
と

実
売
価
格
の
差
が
大
き
く
な
り
、
二

重
価
格
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

公
正
取
引
委
員
会
は
調
査
を
行

い
、
七
一
年
に
不
当
表
示
防
止
法
違

反
と
な
る
二
重
価
格
表
示
の
基
準
を

示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
九
九
年
六

月
に
「
不
当
な
価
格
表
示
に
関
す
る

景
品
表
示
法
上
の
考
え
方
」
を
策
定

し
、
こ
の
公
表
に
伴
い
、
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
の
価
格
表
示
に
関
す
る
基
準
は

廃
止
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
価
格

言
葉
の

履
歴
書

言
葉
の

履
歴
書

言
葉
の

履
歴
書

言
葉
の

履
歴
書

言
葉
の

履
歴
書

言
葉
の

履
歴
書

言
葉
の

履
歴
書

言
葉
の

履
歴
書

言
葉
の

履
歴
書




